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令
和
4
年
度
当
初
予
算
が
3
月
22
日
に
、
土
地
改
良
法

一
部
改
正
法
案
が
3
月
30
日
に
可
決
成
立
し
ま
し
た
。
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法
一
部
改
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が
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立

農山漁村・
　土地改良は未来への礎　
農山漁村・
　土地改良は未来への礎　

2/16　衆議院予算委員会第６分科会で土地改良予算の確保について答弁2/16　衆議院予算委員会第６分科会で土地改良予算の確保について答弁

農林水産業の
　成長産業化に向けて
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農林水産業、農山漁村の振興･発展に向けて
農林水産大臣政務官として様々な公務を行っています

農林水産業、農山漁村の振興･発展に向けて
農林水産大臣政務官として様々な公務を行っています

国
会
議
事
堂
は
石
の
博
物
館

国
会
議
事
堂
は
国
産
品
を
使
用
す
る
方
針
の
も
と
建
築
さ
れ
た
た
め
、

全
国
各
地
の
石
材
が
数
多
く
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
壁
は
山
口
県
産
の
徳
山
石
、
広
島
県
産
の
尾
立

石
等
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、内
装
の
柱
や
壁

に
は
30
種
類
以
上
の
大
理
石
や
蛇
紋
岩
、
珊
瑚
石
灰

岩
等
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
精
微
な
の
が
中

央
広
間
と
御
休
所
前
広
間
の
床
面
の
モ
ザ
イ
ク
で

す
。160
万
個（
中
央
広
間
100
万
個
、御
休
所
前
60
万
個
）

を
組
み
合
わ
せ
て
唐
草
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

御
休
所
暖
炉
の
静
岡
県
産
紅
葉
石
、皇
族
室
暖
炉
の

北
九
州
産
金
華
、中
央
階
段
の
徳
島
県
産
時
鳥
、茨
城

県
産
茨
城
白
と
紹
介
す
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
所
に
全
国
各
地
の
石
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

化
石
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。国
会
見
学
に
来
ら

れ
た
際
は
注
意
し
て
探
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。

1/19 日本地理的表示協議会設立
総会で政務官として出席し挨拶

2/8 熊本県産アサリの偽装問題に関
し熊本県知事から要請を受けました

2/24 デジタル田園都市国家構想
実現会議にＷＥＢで参加しました

政務官として様々な農林水産関係団体
の賀詞交歓会で挨拶させて頂きました

3/10   国連食糧農業機関 （ＦＡＯ）
アジア太平洋地域会議でＷＥＢで
挨拶を行いました

3/9 世界かんがい施設遺産に認定された
大分県宇佐市の皆様の表敬を受けました

水田活用の直接支払交付金の見直し
について、 各地に伺い農業関係団体
の皆様と意見交換を行いました

衆議院農林水産委員会、予算委員会分
科会で政務官として答弁しました

１階は徳山石、 ２階以上は尾立石 中央玄関広間と中央階段
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３
月
25
日
、新
た
な
水
産
基
本
計

画
及
び
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画
が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

水
産
政
策
の
改
革
を
進
め
る
中
、海

洋
環
境
の
変
化
や
持
続
的
な
社
会
へ

の
関
心
の
高
ま
り
等
の
情
勢
の
変
化

を
踏
ま
え
て
、新
た
な
水
産
基
本
計
画

で
は
、一.

海
洋
環
境
の
変
化
も
踏
ま

え
た
水
産
資
源
管
理
の
着
実
な
実
施
、

二.

増
大
す
る
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
た
水

産
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
、三.

地

域
を
支
え
る
漁
村
の
活
性
化
の
推
進
、

の
３
本
の
柱
を
中
心
に
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
で
は
、一.

産
地
の
生
産
力
強

化
と
輸
出
促
進
に
よ
る
水
産
業
の
成

長
産
業
化
、二.

海
洋
環
境
の
変
化
や

災
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力
強
化
に
よ

る
持
続
可
能
な
漁
業
生
産
の
確
保
、

三.

「
海
業
」
振
興
と
多
様
な
人
材
の

活
躍
に
よ
る
漁
村
の
魅
力
と
所
得
の

向
上
を
柱
に
漁
港
、漁
場
、漁
村
の
総

合
的
な
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、水
産

資
源
の
減
少

等
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま

す
が
、水
産

日
本
の
復
活

に
向
け
努
力

し
て
参
り
ま

す
。

　
台
風
の
襲
来
や
、
近
年
の
短
時
間
強
雨
の
発
生

頻
度
等
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
特
殊
土

壌（
シ
ラ
ス
等
）に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
農
業
生

産
力
が
低
い
地
帯
に
お
け
る
適
切
な
災
害
防
除
と

農
地
改
良
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
特
土
法
の
有

効
期
限
を
５
年
延
長
し
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

と
す
る
法
案
が
３
月
30
日
に
成
立
し
ま
し
た
。

新
た
な
水
産
基
本
計
画
、漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
が
決
定

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
下
で
、「
農
林
水
産

業･

地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
等
に

基
づ
く
改
革
を
着
実
に
実
行
し
、
農
林

水
産
業
の
成
長
産
業
化
等
を
図
る
た
め

の
総
額
２
兆
２
７
７
７
億
円
の
農
林
水

産
関
係
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。

私
も
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
と
し
て

予
算
の
早
期
成
立
に
向
け
、
衆
議
院
予

算
委
員
会
で
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
と

し
て
答
弁
等
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害

に
対
応
す
る
た
め
事
業
参
加
資
格
者
の

同
意
、費
用
負
担
を
求
め
な
い
防
災
事

業
の
拡
充
、費
用
負
担
を
求
め
な
い
農

地
中
間
管
理
事
業
の
拡
充
、小
規
模
な

基
盤
整
備
を
支
援
す
る
た
め
の
土
地
改

良
事
業
団
体
連
合
会
の
業
務
内
容
の
見

直
し
、小
規
模
な
土
地
改
良
区
の
組
織

変
更
制
度
の
創
設
等
を
内
容
と
す
る

「
土
地
改
良
法
一
部
改
正
法
案
」（※

詳

細
は
裏
面
参
照
）
も
可
決
成
立
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
実
際
の
運
用
と
な
り
ま

す
が
、皆
様
方
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が

ら
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
向
け
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

　
ご
意
見
等
あ
り
ま
し
た
ら
国
会
事
務

所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

農水省 漁業取締本部会合に出席

全国各地に伺い
　皆さんと意見交換
全国各地に伺い
　皆さんと意見交換

全国各地で開催された新年互礼会で関係団体の皆様に挨拶

滋賀県下のアグリステーションを
視察

兵庫ため池保全県民運動で挨拶

岐阜県下で森林組合の皆様と
意見交換

岡山県下で土地改良関係者と
意見交換

静岡県下で土地改良区の皆様
と意見交換

愛媛県下で土地改良区の皆様
と意見交換




